
11/15
主な内容

「子ども・子育て支援新制度」スタート･･･ 2
海上産業まつり開催･･･････････････････ 4
いま一度確認を！　避難情報･･･････････ 4あさひ

広 報あさひ

　津波や松くい虫の影響で枯れた防風林を再生させようと、クロマツ
の苗木2,000本を植樹。参加した親子は、苗木を植え終え「来てよかっ
たね。きっと大きくなるよ」と話していました。　（10月26日／野中）

大きくなるぞー！ 旭市九十九里海岸2,000本植樹祭

「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ
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増
え
る
教
育
・
保
育
の
場

　
小
学
校
就
学
前
の
施
設
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
と
保
育
所
の
二
つ

が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新

制
度
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
、
教
育

や
保
育
の
場
が
増
え
ま
す
。

●
幼
稚
園（
３
〜
５
歳
）

　
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
盤
を
つ

く
る
た
め
の
幼
児
期
の
教
育
を
行
い

ま
す
。
ま
た
園
に
よ
り
、
預
か
り
保

育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
私
立
幼
稚
園
が
４
施
設

あ
り
ま
す
が
、
来
年
４
月
か
ら
の
新

制
度
へ
の
移
行
は
、
予
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

●
保
育
所（
０
〜
５
歳
）

　
就
労
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、
保

育
を
行
う
施
設
。
夕
方
ま
で
の
保
育

の
ほ
か
、
保
育
所
に
よ
り
延
長
保
育

を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
に
は
公
立
保
育
所
が
13
施
設
、

私
立
保
育
園
が
５
施
設
あ
り
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園（
０
〜
５
歳
）

　
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
長

を
併
せ
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支
援

も
行
う
施
設
で
す
。

　
市
内
に
対
応
す
る
施
設
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
型
保
育
事
業（
０
〜
２
歳
）

　
少
人
数
単
位
で
子
ど
も
を
預
か
る

事
業
。
四
つ
の
類
型
に
分
か
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
的
保
育
／
定
員
５
人
以
下
の
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
下
で
、
き
め
細
か

な
保
育
を
行
い
ま
す
。

小
規
模
保
育
／
定
員
６
人
か
ら
19
人

の
家
庭
的
保
育
に
近
い
雰
囲
気
で
、

き
め
細
か
な
保
育
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
内
保
育
／
事
業
所
の
保
育
施

設
な
ど
で
、
従
業
員
の
子
ど
も
と
地

域
の
子
ど
も
を
一
緒
に
保
育
し
ま
す
。

居
宅
訪
問
型
保
育
／
疾
病
・
障
害
な

ど
で
個
別
の
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
に
、

保
護
者
の
自
宅
で
１
対
１
の
保
育
を

行
い
ま
す
。

利
用
は
三
つ
の
認
定
区
分
で

　
新
制
度
で
の
幼
稚
園
や
保
育
所
な

ど
を
利
用
す
る
場
合
、
市
か
ら
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認

定
区
分
に
応
じ
て
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
１
号
認
定

対
象
／
満
３
歳
以
上
で
教
育
を
希
望

す
る
子
ど
も

利
用
先
／
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

●
２
号
認
定

対
象
／
満
３
歳
以
上
で
保
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も

利
用
先
／
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

●
３
号
認
定

対
象
／
満
３
歳
未
満
で
保
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も

利
用
先
／
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
事
業

ど
う
判
断
し
た
ら
い
い
の

　
新
制
度
で
は
「
子
ど
も
の
年
齢
」

「
保
育
を
必
要
と
す
る
か
・
し
な
い

か
」
な
ど
、
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、

利
用
内
容
を
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
参
照
）。

　
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
の

要
件
に
大
き
な
変
更
は
な
く
、
２
号

お
よ
び
３
号
認
定
に
あ
る
「
保
育
を

必
要
と
す
る
」
と
は
、
次
の
「
保
育

を
必
要
と
す
る
事
由
」
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
で
す
。
な
お
同
居

の
親
族
が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
、
利
用
の
優
先
度
が
調
整
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
〉

①
就
労（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
夜
間
、

居
宅
内
の
労
働
な
ど
を
含
む
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
害

　
幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拡
充
・
向
上
を
進
め
て
い
く
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
全
国
的
に
始
ま
り
ま
す
。
旭
市
で
も
新
制
度
に
よ
り
、
幼
稚

園
や
保
育
所
な
ど
の
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
制
度
の
く
わ
し
い
内
容
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
8.cao.go.jp/

shoushi/shinseido/index.htm
l

）で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

来
年
４
月「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」ス
タ
ー
ト

子
育
て
支
援
の
充
実
へ
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入所を希望する保育所 受付日 受付場所
いいおか保育所 12月11日(木) 飯岡保健センターひかり保育園（私立）
海上保育所

12月12日(金) 海上支所おうめい保育園（私立）
鶴巻保育園（私立）
まんざい保育所

12月15日(月) 干潟支所古城保育所
干潟町中央保育園（私立）
ゆたか保育所

12月16日(火) 総合体育館干潟保育所
とみうら保育所
日の出保育所
共和保育所

12月17日(水) 総合体育館池の端保育所
サンライズベビーホーム（私立）
※3歳未満児のみ
中央第一保育所

12月18日(木) 総合体育館中央第二保育所
中央第三保育所

【入所・認定申請受け付け日程表】
受付時間／午前８時30分〜午後２時

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て

い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学（
職
業
訓
練
校
な
ど
で
の
職

業
訓
練
を
含
む
）

⑧
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
中
に
、
す
で
に
保
育
所

を
利
用
す
る
子
ど
も
が
い
て
、
継

続
利
用
が
必
要
で
あ
る

⑩
前
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
、
市

が
認
め
た
場
合

利
用
手
続
き
は

　
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
所
な
ど
を
利

用
す
る
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
内

容
に
基
づ
き
、
市
が
認
定
区
分
に
応

じ
た
「
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
希

望
す
る
園
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
現
在
市
内
の
保
育
所
を
利
用

し
て
い
て
、
来
年
４
月
以
降
も
利
用

す
る
場
合
、
新
制
度
に
よ
る
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し

て
入
所
を
希
望
す
る
保
護
者
に
は
、

各
保
育
所
を
通
じ
て
必
要
な
書
類
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

保
育
料
な
ど
は

　
保
育
料
は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担

を
基
本
と
し
て
、
国
が
定
め
る
水
準

を
上
限
に
市
が
決
定
し
ま
す
。
現
在

国
の
制
度
に
基
づ
き
調
整
中
の
た
め
、

詳
細
は
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
新
制
度
に
移
行
し
な
い
私
立

幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
各
園
が
設
定
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
支
援
も
充
実
へ

　
新
制
度
は
、
全
て
の
子
育
て
家
庭

を
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
認
定
が

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
家

庭
で
子
育
て
し
て
い
る
人
も
利
用
で

き
る
「
一
時
預
か
り
」
、
親
子
遊
び

や
子
育
て
相
談
を
で
き
る
「
地
域
子

育
て
支
援
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
班

☎
62
︲
５
３
１
３

12
月
11
日
（木）
か
ら
保
育
所
へ
の
入
所
・

認
定
申
請
受
け
付
け
開
始

　
平
成
27
年
４
月
の
新
規
入
所
を

希
望
す
る
子
ど
も
の
、
入
所
申
請

と
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
で
き
る
の
は

　
新
制
度
に
よ
る
、
２
号
ま
た
は

３
号
認
定
を
受
け
る
子
ど
も
で
す
。

申
請
方
法
は

　
申
請
書
類
を
、
各
保
育
所
お
よ

び
子
育
て
支
援
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
す
る
保

育
所
の
受
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
期
間
中
の
都
合
の
付
く
受

付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
所
希
望

は
、
必
ず
子
育
て
支
援
課
に
事

前
連
絡
を
し
、
12
月
11
日
（木）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※新制度に移行しない私立幼稚園の場合、市への申請は必要ありません。
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新制度での子育てサービスの提供イメージ
満3歳以上の

子どものいる家庭
満3歳未満の

子どものいる家庭

１号認定 ３号認定 認定不要２・３号認定１・２・３号認定

地域型保育
（0〜2歳）
●家庭的保育など

就学前児童対象
●�一時預かり、地域
子育て支援など

市への申請 市への申請 市への申請

保育を
必要としない

保育を
必要とする

保育を
必要としない

保育を
必要とする

認定
こども園
（0〜5歳）

保育所
（0〜5歳）

幼稚園
（3〜5歳）



40年間では、総額で1,035億円、年間平均で25.9億円
の整備費用が必要になることが分かりました。現在の支
出実績額の1.6倍にまで膨らみます。仮に、現在の支出
実績額の枠内でこれらの整備を実施しようとすると、建
物の総延床面積を４割以上削減しなければならないとい
う計算になります。
　今後、公共施設を取り巻く環境が大きく変化していく
中では、施設整備に掛かる費用負担を考えた施設の在り
方を、真剣に議論していかなければなりません。

行政改革推進課行政改革推進班(☎62-5345)

　市では毎年、公共施設の建物を改修、建て替えなどを
するため、年間平均で15.3億円の整備費用を掛けてい
ます。ところが、すでに半数近くの建物が建築後30年
以上を経過し、老朽化が進行していることから、保有す
る施設全ての改修や建て替えを実施していくと、今後

みんなで考える
未来の公共施設

第４回

　
海
上
産
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
周
辺
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
23
日（
日
・
祝
）　
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

※
荒
天
中
止

場
所
／
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公

園内
容
／
●
旭
産
の
農
産
物
や
各
種
特

産
品
な
ど
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ　
●
「
野

菜
宝
船
」
の
展
示
即
売　
●
椎
名
佐

千
子
歌
謡
シ
ョ
ー　
●
餅
投
げ

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
／
旧
海
上
中
跡

地
と
旭
中
央
病
院
か
ら
運
行（
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
、
約
20
分
間
隔
）。

※
く
わ
し
く
は
、
11
月
18
日
（火）
の
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
。

公共施設整備に多額の費用が掛かってきます

P

海上コミュニティ
運動公園

●●
●

●

● ●

●

至
匝
瑳
市

至
銚
子
市

コ
ン
ビ
ニ嚶鳴小

旭警察署

鶴巻小

R126バイパス
旧海上中跡地

海上中 海上支所

GS遠藤建設

コンビニ
ホームセンター

旭中央病院

（高速バス乗り場付近）

●

●

●
P

バスのりば

案内図

バス発着駐車場 一般駐車場
バスルート

ＪＲ飯岡駅

P P

P

126

P

P

問
い
合
わ
せ
先

海
上
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
農
水
産
課
振
興
班
内
）

☎
68
︲
１
１
７
５

（表）公共施設の改修・建て替えに必要な費用

0
10
20
30
40
50
60

改修・建て替え費用
年度整備額平均（推計）
過去８年の支出実績平均

（億円） 総整備費（40年間）：1,035億円

年10億円増加
年間平均25.9億円の整備費が必要

実
り
の
秋
の
祭
典
第
２
弾
！　
11
月
23
日（
日
・
祝
）開
催

海
上
産
業
ま
つ
り
〜
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

い
ま
一
度
確
認
を
！　
避
難
情
報

　
市
で
は
、
災
害
時
に
「
避
難
準
備

情
報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
を

発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
．
避
難
準
備
情
報

　
住
民
に
避
難
の
準
備
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援
護
者
に

早
め
の
避
難
行
動
を
求
め
る
も
の
で

す
。
自
主
避
難
す
る
人
の
た
め
に
一

部
の
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

２
．
避
難
勧
告

　
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
住
民

に
避
難
を
勧
め
る
も
の
で
す
。
市
が

指
定
し
た
避
難
場
所
に
避
難
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
逃
げ
る
い
と
ま
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安全・安心な学校づくり 
〜みんなで守る子どもの交通安全〜
市内児童生徒の交通事故発生状況
　昨年度は児童生徒の交通事故が多発し、24年度を大
きく上回る29件の交通事故が発生しました（図１）。そ
の発生状況を見ると、登下校時の発生が８件。対して、
放課後や土日などの休み中の発生が21件と全体の約７
割を占めています。また29件のうち19件が自転車運転
中に発生しています（図２）。さらに、児童生徒が第一当
事者で発生した交通事故は、29件のうち17件と全体の
約６割を占め、その内訳は飛び出しが10件と最も多く、
次いで自転車運転の操作ミス、スピード超過などとなっ
ています。

学校・家庭・地域の力でゼロを目指す
　毎年各学校では、交通安全教室を小学校１・３・４年
生、中学校１年生を対象に開催しています。警察や交通
安全指導員による交通ルールやマナーの講話、自転車の
乗り方の技能指導などを実施。参加した児童生徒は、真
剣なまなざしで安全教室に取り組み、交通安全を学んで

ともに、朝のパトロールを実施。児童生徒の交通安全に
対する意識の向上や、交通事故防止を図っています。
　現在、４月から10月末までの交通事故の発生は10件。
昨年度の同時期と比べて10件減少していますが、児童
生徒の土日などの休みの日や放課後における交通事故が
懸念されます。自宅周辺の危険箇所や交通ルールの確認
など、日ごろから交通安全に対する家庭教育は最も重要
で、交通事故防止に大きな効果が期待されます。
　今後も学校や家庭、地域の皆さんと協力し合い、交通
事故防止の徹底を図り、市民全体で子どもたちを交通事
故から守りましょう。

います。またＰＴＡ活
動として登下校時の交
通指導を実施し、交通
事故防止に努めていま
す。さらに学校教育課
では、交通安全啓発ポ
スターを作製し、市内
小中学校に配布すると

　今、学校教育、学校経営において大切にしている二つ
の信条（言葉・格言）があります。それは「平凡の非凡」及
び「自主・自立」です。
　「平凡の非凡」とは、平凡なことでも繰り返し続けてい
けば非凡なものとなるという意味。元池田高校野球部監
督蔦

つた

文也さんが著書の中で「例えば、夜寝る前に歯を磨
く。何でもないことだが、これを毎日続ければ虫歯にな

らない。これが平凡の非凡ぞ」との例を引き合いに「鍛錬
は千日の行、勝負は一瞬の行」という言葉と共に、その
大切さを訴えています。
　「自主・自立」について、ある高校の柔道の指導者が「褒
めるだけでは逞

たくま

しくならない。生徒が自分で考え、自分
で行動できる力を引き出すための指導に転換して、生徒
が力を発揮し、全国大会４連覇につながった」と言って
います。また本校陸上競技部で、今年８月に走幅跳で全
国優勝を果たした杉村奏

かな

笑
え

さんも、全国優勝できたの
は、まさに高い「自主・自立力」にあったと私は感じてい
ます。あるとき、陸上競技部顧問に質問をしたところ「杉
村さんは自分で考えてできるんです。自分で考えて跳べ
るから、一度きっかけをつかめば絶対大丈夫です」とい
う頼もしい返事が返ってきました。
　大会終了後、私は思いました。人間「自主・自立」して
いれば、「自主・自立力」が身に付いていれば、本番で実
力を発揮できるし、きっと伸びるんだと――。

学びのひろば旭 vol.14
旭市教育委員会

庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

各学校で行われる交通安全教室
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校長リレーエッセイ

今、大切にしていること

及川 博

 
第二中学校長

4

図１　市内児童生徒の交通事故件数の推移

図２　平成25年度　交通事故の発生状況

平成23年度

登下校時 土日などの休み 放課後

平成24年度 平成25年度
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…申し込み　問…問い合わせ

12月初旬に送付します
「ジェネリック医薬品差額通知」
　皆さんの健康意識の向上、医療費の
適正化を推進する市のさまざまな取り
組みなどにより、旭市の１人当たりの
医療費は、全国で最も低い千葉県の中
でも低い状況にありますが、ジェネリッ
ク医薬品差額通知をすることでさらに
医療費の適正化を図っていきます。
　ジェネリック医薬品とは、新薬より
も安価でありながら、同じ主成分で製
造され、安全性や効き目がほぼ同等と
認められている後発医薬品です。ジェ
ネリック医薬品の利用は、医療費の節
減につながります。
※全ての国民健康保険被保険者に送付

するものではありません。１被保険
者当たり200円以上削減効果のある
場合に送付します。
保険年金課国民健康保険班（☎62-5 

331）

家族からの相談も受け付けます
「103㎏の恋愛カウンセラー羽林由鶴の結婚相談」
日時／11月24日（月・振休）　午前10
時〜午後４時
場所／ホテルサンモール
対象／市内在住の人
費用／無料
申込期限／11月21日（金）　午前10時

旭市出会いコンシェルジュ事務局
（☎62-5396・市民生活課市民生活支
援班内）

自分たちの町は自分たちで守ろう！
旭地域集団防犯パトロールを実施
期日／11月19日（水）
内容／●出発式（市役所本庁）：午後２
時〜　●パトロール（小学校区ごと）：
午後３時〜４時30分　※中央小学区
を除く。

旭市エンジョイパトロール隊・林
（☎63-0246）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／11月28日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：11月23日（日・祝）

午前８時30分〜午後５時
●夜間納税窓口：11月25日（火）　午

後８時まで
〈場所〉
　税務課

税務課収税班（☎62-5322）

　消費生活センターでは、物品購入時のトラブルだけで
なく、借金に悩んでいる人の相談も受けています。

借金に悩む人に理解を
　多重債務に陥る原因はギャンブルや浪費だけではな
く、失業や減収による生活費不足、病気や事故の治療費
など、日常の出来事がきっかけとなることも多いです。
借金を重ねて生活が成り立たなくなり、ヤミ金融から借
り入れするようになると、心身共に疲れ果て自殺に追い
込まれることもあります。また借金が原因で罪を犯すよ
うなケースは、家族や被害者にとって大きな悲劇となり
ます。このような状況の人が、自ら相談できる場所を探
すことは難しいため、身近な人の理解や協力が必要です。
消費生活センターが窓口になります
　借金に悩む人が問題を解決し、明るく安心して暮らせ
るよう、関係機関が連携して支援を行います。消費生活
センターでは相談員が事情を聞き、相談者の実情に合わ
せて、その場で弁護士や司法書士との面談予約を取りま
す。さらに市の関係課や外部機関とも連携を図り、相談
者の生活再建を支援しています。

弁護士費用は心配しないで
　消費生活センターを通じての、弁護士や司法書士への
相談は無料です。その後、債務整理を委任するときは費
用が掛かりますが、分割払いに応じてもらえます。弁護
士などが受任通知を出すことで取り立てが止まるため、
今まで返済に充てていた金額を、弁護士費用に充てるこ
ともできるようになります。
各種無料相談会を利用してください
　直接、弁護士や司法書士に相談できる相談会も開催し
ています。心の健康に関する悩みも一緒に相談できる相
談会もあります。

「こころ」と「いのち」と「おかね」の相談会
日時／11月22日（土）　午前10時〜午後４時
場所／いいおかユートピアセンター
※このほか12月21日（日）に多重債務相談会、来年1月

29日（木）に夜間の相談会を予定しています。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話

（☎62-8019）

借金に悩む人（多重債務者）を支援します

消費生活センター

ほっと通信 Vol.44

広報あさひ　2014.11.15 6



くらしのインフォメーションi

募集
Recruitment

市税務課でアルバイト

期間／平成27年１月28日（水）〜３月
27日（金）、４月１日（水）〜５月15日

（金）　※土・日曜日、祝日を除く。
勤務時間／午前８時45分〜午後５時
30分
業務内容／パソコンへのデータ入力、
資料の整理など
募集人数／若干名
賃金（日額）／7,000円
提出書類／履歴書（写真添付）
申込期限／12月５日（金）　※応募者多
数の場合は面接を実施。

税務課課税班（☎62-5321）

千葉県生涯大学校東総学園
平成27年４月入学生
対象／県内在住で社会参加意欲のある
55歳以上の人
募集人数／●地域活動学部（２年制）：
70人　●造形学部園芸コース（１年
制）：70人　●造形学部陶芸コース（１
年制）：25人
費用（年額）／●地域活動学部15,400
円　●造形学部園芸コース27,700円
●造形学部陶芸コース55,500円
申込期限／12月26日（金）

千葉県生涯大学校東総学園（☎04 
79-25-2035）

催し物
Events

第10回旭市社会福祉大会

日時／11月29日（土）　午後１時30分
〜４時
場所／東総文化会館大ホール
内容／式典、アトラクション（お囃

はや

子
し

）、
小中学生社会福祉作文発表、記念講演

「〜震災報道の現場から〜家族のつな
がり、今大切なこと」（杉尾秀哉さん：
ＴＢＳアナウンサー）
入場料／無料

旭市社会福祉協議会（☎57-5577）

ホールに響く調べ
「マンドリンコンサート2014」
日時／11月23日（日・祝）　開場：午
後１時　開演：午後１時30分
場所／東総文化会館小ホール
曲目／みじかくも美しく燃え、影を慕
いて、テレサ・テンメドレーなど
入場料／無料

アンサンブル・マンドリーノ（☎04 
79-22-7793）

お知らせ
Information

初めての人大歓迎！
「卓球教室」
日時／平成27年１月８日〜３月12日
の毎週木曜日（全10回）　午前10時〜
正午
場所／総合体育館サブアリーナ
対象／18歳以上で２時間以上の運動が
できる卓球初心者　※高校生を除く。
定員／20人
費用／1,850円（保険料）
申込開始日時／11月20日（木）　午前
10時〜

体育振興課体育施設班（☎64-11 
01・総合体育館内）

血糖値を上げにくい食べ方教室
「ヘルシーごはん講座」
日時／12月２日（火）　午前９時30分
〜午後０時30分
場所／旭市保健センター
定員／20人
内容／講話、調理実習
費用／200円
持ち物／エプロン、三角巾、普段使っ
ているご飯茶わん、筆記用具、電卓

健康管理課予防班（☎63-8766）

ハマグリを採らないで！
大切な水産資源を保護しましょう  

　海匝漁業協同組合では、ハマグリな
どの水産資源の管理に努めています。
法律で決められた共同漁業権がある漁
業者以外は、採ることができません。

海匝漁業協同組合（☎57-3202）、市
農水産課振興班（☎68-1175）

干潟公民館親子ふれあい教室
「親子で工場見学に行こう！」
日時／12月21日（日）　午前８時15分
集合
集合場所／干潟支所
見学施設／キッコーマンもの知りしょ
うゆ館と雪印メグミルク野田工場（野
田市）
対象／市内在住の小学生とその保護者
定員／38人　※最少催行人数28人。
費用（１人当たり）／400円（交通費な
ど）
申込期間／11月19日（水）　午前８時
30分〜26日（水）　午後５時
申し込み方法／直接窓口で申し込んで
ください。 ※１家族４人まで。

干潟公民館（☎68-3111）

市営住宅の入居者を募集します

募集期間／11月17日（月）〜28日（金）
※土・日曜日、祝日を除く。

〈募集住宅〉
●池の端住宅（江ヶ崎1470）
　�２ＤＫ（39.45㎡）、簡易耐火平屋建

て、昭和48年度建設…１戸
　�３ＤＫ（44.90㎡）、簡易耐火平屋建

て、昭和49年度建設…１戸
●香取住宅（鎌数5146）
　�２ＤＫ（41.57㎡）、簡易耐火平屋建

て、昭和51年度建設…１戸
　�３ＤＫ（44.90㎡）、簡易耐火平屋建

て、昭和50年度建設…１戸
●下永井団地（飯岡3491）
　�３ＤＫ（44.30㎡）、中層耐火４階建

て、昭和46年度建設…２戸　※単
身世帯は不可。

●鏑木住宅（鏑木2669-2）
　�３ＤＫ（71.00㎡）、木造２階建て、

平成10年度建設…１戸　※単身世
帯は不可。

申し込み方法／財政課および各支所に
ある所定の用紙に必要事項を記入し、
必要書類を添えて提出してください。 
※申し込み（入居）には、一定の条件が

あります。東日本大震災で「滅失した
住宅」に居住していた場合は、入居
資格の特例措置の対象となります。

財政課管財営繕班（☎62-5315）
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　サツマイモに多く含まれるビタミンCは、でんぷんの働きで
加熱しても壊れにくいという特徴があります。ビタミンCは、
細菌やウイルスへの抵抗力を高める働きがあり、これからの
時期にしっかり取りたい栄養素です。

VOL.58 いももち

①�サツマイモは洗って皮をむき、蒸し器で軟らかく
なるまで蒸す。

②�①をボウルに移し、米粉、砂糖を加えて、熱いう
ちにすりこ木などでつぶしながらよく混ぜる。

③棒状にしてラップで包み、形を整える。
④�冷めたら１cmの厚さに切り、表面が乾くまで半

日ほど天日干しする。
⑤④をオーブントースターで10分ほど焼く。

作り方

【11月１日現在】		  前月比　
　人　口	 68,085人　	（▲21人）
　　男	 33,421人　	（＋25人）
　　女	 34,664人　	（▲46人）
　世帯数	 25,189世帯	（＋8世帯）

人のうごき

【10月の移動】
　転入　202人　　出生　45人
　転出　208人　　死亡　60人

火災
【10月】　　　　  平成26年の累計
　建物火災	 2件	 （16件）
　そのほかの火災	1件	 （11件）

交通事故
【10月】　　　  平成26年の累計
　事故件数	 153件	（1,566件）
　死亡者数	 1人	 （3人）

データシート

おい
しく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

旭産
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旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

材料 （４人分）
サツマイモ････････ 400ｇ
米粉････････････････40ｇ
砂糖････････････････20ｇ

※�米粉のほか、小麦粉やホッ
トケーキミックスでも作れ
ます。

「保健推進員になってから“生き生きしている”と、
家族に言われます」。そう話すと笑みが浮かんだ。

　保健推進員になったのは、地元区長に頼まれてのこと。
その際、家族から「友達づくりになるし、何か貢献でき
ることがあるかもよ」と、背中を押されたのがきっかけ
となった。実際たくさんの知り合いができ、あちらこち
らで声を掛けてもらえるのがうれしいという。なお保健
推進員とは保健行政推進のため、主に健康づくりに関す
る教室の開催、各種検診の補助などを行う。ちなみに本
ページに連載中のレシピも受け持っている。
　いま力を入れているのは「減塩運動」。家庭のみそ汁を
持ち寄ってもらい、塩分濃度を計測した上、食生活の改
善を呼び掛けている。「旭市民の平均寿命が短いので、減
塩を呼び掛けて改善したい。長野県は減塩運動がきっか

生き生きした日々
健康づくりの一翼担う

柳 明美さん（ハ）

 
旭市保健推進員協議会会長

１人分の栄養価　エネルギー175kcal、塩分0.0g

【あさひ健康応援ポイント】
　健康の大切さに気付き、より良
い生活習慣を身に付けてもらおう
と始まった、あさひ健康応援ポイ
ント。健康づくりを実践しポイン
トをためると、抽選で景品が当た
ります。くわしい内容は健康管理
課庶務企画班（☎63-8766）へ。

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.41

けで長寿日本一になったといわれていますから」
　さまざまな活動を通じ、やりたいこともできた。それ
は子育て世代への栄養教室。肥満の子どもが増えたと感
じているからだ。「子どもの生活習慣病が増えるといわれ
ています。ヘルシーでバランスのいいレシピを教えたい。
幸い旭は食の宝庫ですから」と、思いを明かしてくれた。
　そして仲間や家族へ。「メンバーが一生懸命で応援して
くれる。そんな仲間と活動できるのが楽しい。また外に
出て活動することを、理解してくれる家族に感謝です」
行政へ一言！
　私たちの活動をＰＲしてくれたらうれしいですね。多
くの人に知ってもらうことで、何かの手助けにつながる
かも知れませんから。ちなみに活動の際は「ヘルスメイ
ト」と書かれたピンク色のエプロンを着けています。


